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由来の Alde-Low EPCを経動脈的に投与して、その治療効果と効果発現機序を明らかにしようとした。 
 
（対象と方法） 
著者はまず、ヒト臍帯血から EPCの細胞分画である Alde-Low EPCと Alde-High EPCを分離してい


































著者は、急性期脳梗塞に対して血管内皮細胞から分離した Alde-Low EPC を投与することで、梗塞巣
を縮小させ、広範脳梗塞や出血性梗塞による死亡率を低下できることを明らかにしている。また、投与







の一過性脳虚血モデルにおいて、血管内皮前駆細胞から分離した細胞群である Alde-Low EPC を脳梗塞
急性期に投与することで梗塞巣を有意に縮小させるとともに、生存率を有意に改善できることを示した。
この Alde-Low EPC の効果発現の機序に対する解析がさらに必要であるが、今後脳梗塞に対する新たな
細胞療法の開発に大きく貢献できる研究内容である。 
平成 30 年 2 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
